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名古屋東海ワイズメンズクラブ  
 

 

 

会長主題   「Step up  一歩前進」     
国際会長主題  Together for a Better World「より良い世界のために、共に」 

 A・シャナヴァスカーン (インド) 

ア ジ ア 太 平 洋 地 域 会 長 主 題  Make a Great Impact「大きなインパクトを起こそう」 

ジョウン・ウォン（香港） 

西 日 本 区 理 事 主 題  「つなげよう地域と世界、YMCAとともに」      鵜丹谷  剛     （神戸) 

中 部 部 長 主 題 「ＹＭＣＡに笑顔を。ワイズに笑顔を。そしてみんなに笑顔を」 

服部 庄三 (名古屋グランパス) 

名古屋東海クラブ標語  『限りなき熱情を奉仕に』  

 
--------------------今 月 の 聖 句-------------------- 

 何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、互いに相手を自分よりも優

れた者と考え、めいめい自分のことだけでなく、他人のことにも注意を払いなさい。 

                    （フィリピの信徒への手紙 2章 3節～4節)                        

---------------------------------------------------------- 

                           
強調月間 Extension & Membership Conservation・Y’s Extension Support 
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９月例会等ご案内 

◎９月第１例会 

日程：2024年 9月 12日（木）18：45～ 

会場：ラ・スースＡＮＮ ２Ｆ 

担当：中江正典君 

開会宣言・点鐘：山村喜久会長 

ワイズソング   

５つの信条：太田全哉君 

食前感謝：松本勝君 

－会   食－ 

卓話：『思考習慣の罠』 

講師： 高澤信俊氏 

   （株式会社ひらめき研究所代表取締役） 

閉会宣言・点鐘：山村喜久会長 

◎９月第２例会 
日程：2024年 9月 19日（木）19：00～ 

  会場：名古屋ＹＭＣＡ  

◎第 28回中部部会 
日程：2024年 9月 28日（土） 

15：00～18：00 

  会場：ホテルルブラ王山  

  会費：12,000円 

◎ＹＭＣＡ大会 
日程：2024年 10月 6日（日）13：00～ 

  会場：ＫＫＲホテル名古屋  

◎南山バザー 
日程：2024年 10月 27日（日） 

  会場：南山ＹＭＣＡ  

 

東海ワイズ五つの信条 

一．自分を愛するように隣人を愛そう 

二．青少年のためにＹＭＣＡにつくそう   

三．世界的視野を持って国際親善を図ろう 

四．義務を果たしてこそ 権利が生じることを悟ろう 

五．会合には出席第一 社会には奉仕第一を旨としよう 

【出席率】 8 月末－在籍者 17 名 

（内広義会員 1 名） 

出席者 13 名（Make up0 名） 

出席率 81.3％     

 

      

クラブ事務所 〒464-0848 名古屋市千種区春岡 1 丁目 2-7 電話 052-757-3331 FAX 052-757-3332 

【特別ファンド】仮集計  

仮払い戻り     170,000 円 

現在保有額  1,625,604 円 



８月第１例会報告 

『納涼例会』 
 今回の納涼例会の会場はホテルメルパルク名古

屋にある「パルケミエール」。 

一昨年にも利用したのですが、料理もお店の感

じもかなり変わっていました。１９時山村会長の

開会挨拶・乾杯で始まり、バイキングスタイルの

様々な料理に舌鼓をうち、好きな飲物を好きなよ

うに飲んで、あちこちで話が弾みました。 

前回はマスクに手袋着用で料理を取りに行きま

したが、今回はそんな制約もなく。時の流れを何

となく感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回は中村総主事や特別メネットの野村靖子さ

んも参加され、賑やかな会となりました。 

あれやこれやと話しが弾むと時間はアッという

間に経ち、２０時３０分神谷副会長会長の閉会挨

拶と一本締めで納涼例会を終えました。（松本） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者】浅野、太田、神谷、柴田、鈴木孝、 

中江、永瀬、橋爪、松本、山田、山村、山本、 

鷲尾 

【メネット】野村、松本【ゲスト】中村総主事 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月第２例会報告 

１．９月第１例会の件 

  担当中江君。9 月 12 日（木）18：45～ 

  会場ラ・スースＡＮＮ。 

卓話：『思考習慣の罠』 

講師： 高澤信俊氏 

   （株式会社ひらめき研究所代表取締役） 

２．第 28 回中部部会、YMCA 大会、南山バザー

について日程等を確認。 

３．その他今後の行事予定 

・根の上まつりは 10 月 14 日（月・祝） 

  ・チャリティーラン 11 月 2 日（土） 

４．今後のＹＭＣＡサービスについて協議 

  日本語学校留学生のサポートの仕方につ

いて協議。やれることから取り組むこと

を確認した。         （松本） 

【参加者】浅野、柴田、中江、橋爪、松本、山村、 
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例会担当

10月 鈴木孝 10月号 柴田

11月 神谷 11月号 山本

12月 12月号 鷲尾

1月 柴田 1月号 浅野

2月 太田 2月号 中江

3月 山本 3月号 真鍋

4月 橋爪 4月号 神谷

5月 鷲尾 5月号 太田

6月 山田 6月号 永瀬

各月の担当は以下の通りです

宜しくお願いします

ブリテン寄稿



【その１】中部部会のご案内 

昨年東海クラブがホストし、アイリス愛知で開

催をした中部部会から１年が経ちました。今年は

９月２８日にグランパスクラブのホストで下記の

通り開催されます。グランパスクラブは東海クラ

ブの子クラブでも有りますので応援する為にも、

是非皆さん多数参加されます様ご案内致します。 

 なお、参加申込の締切が、9月 13日の第１例会

の翌日となっていますので、参加を希望される方

は必ず 9 月第１例会に参加費を添えて浅野会計迄

申込頂きます様お願い致します。 

－記－ 

日時：9月 28日（土）15時～18 時 

会場：ホテルルブラ王山  

地下鉄池下駅 2番出口徒歩 3分 

会費：12,000円 

申込：9月第１例会に会費を添えて浅野会計迄 

【その２】メンバースピーチのお願い 

9月 12日(木)第１例会から、メンバースピーチ

を行おうと思っています 

(スピーチ中にニコボックスを回します） 

・時間は、2～3分程度 

・内容は本人にお任せ 

・9月は、山村が担当 

その際、スピーチの趣旨説明をします 

10月以降は、あいうえを順にて、浅野さんから 

「必然のバックホーム」 

－全力の選手達と記者に感動－ 

橋爪良和 

８月も終わろうとしている。猛暑日の連続日が 82

年ぶりという、まさに私が生まれて初めて経験する

という異常な猛暑となったこの夏は、ただ「暑い、

暑い」と叫んでいたような気がする。しかし、ただ

ひとつ、感動した出来事があった。  

あまりテレビの野球中継を見ない私が、たまたま

８月 21日、甲子園の高校野球準決勝を見ていた。鹿

児島の神村学園がＹＭＣＡで縁があったせいだろ

うか。関東第一高校が、対する神村学園に１点リー

ドで迎えた９回２死、神村学園の走者は１塁、２塁。

１打同点、あるいは逆転サヨナラかという場面で、

神村学園の米沢監督は、甲子園でまだ一度も出場が

なかった玉城選手を代打に指名した。  

ここでサヨナラ逆転なんて、「漫画じゃあるまい

し」と、私は少し緊張して画面を見つめた。しかし、

玉木選手が打った鋭い打球はレフトに抜けた。二塁

走者岩下選手は「完璧なスタート」で二塁を蹴り、

ホームを目指した。これなら間に合う「土壇場で同

点だ」と走る岩下選手が思った瞬間、レフトで捕球

した飛田選手が「ストライクボール」で本塁を守る

熊谷捕手に返球。見事なタッチで、審判はアウトを

宣言した。  

甲子園は一瞬止まったような静けさの後、割れん

ばかりの歓声が上がり、私も思わず飛び上がった。

逆転と喜んだ神村学園は、２対１で決勝戦への夢が

消えた。まるで野球アニメを見るような展開に、中

継するアナウンサーもただ興奮していた。  

私も同じだったが、明くる日の朝刊で見た記事に

はさらに心が揺さ振られた。「奇跡ではなく、必然の

バックホーム」と見出しが躍っている。スポーツ記

事の見出しは実にうまい。読者が感じたい感動を、

誘導するように見出しを作ってくれる。私も、そう

した前提で、「必然は、どうかな」とこの記事を読み

かけて、すぐにのめり込んだ。  

記事の内容はデジタルで配信され、読んだ方も多

いと思うので割愛するが、ただ米沢監督は言う。「あ

の一瞬だけじゃなく、その前の準備でアウトにする

ためのことをやっていたと思う」という１行を紹介

したい。アウトにした投打走の行為すべてが、全部

それまでの練習の成果だったということ。その取材

を尽くし、それが「奇跡ではなく、必然のバックホ

ームだった」という、自信に満ちた見出しにつなが

った。  

記者の根性を見た思いで、私も心を動かされた。

大坂尚子という女性記者。また彼女の記事を読みた

いと思う。  
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 ９月第一例会講師髙澤信
のぶ

俊
とし

氏の

プロフィール

株式会社ひらめき創造研究所 代表取締役  

クリエイティブ思考講師 

「TAKASAWAメソッド」講師 

ビジネスコンサルタント 

 プレゼンテーションコーチ 

画家 Artist group「北星会」代表 

美術教育者 美意識・知的感性研究者  

【略歴】 

名古屋市生まれ 

愛知県立旭丘高校 美術科卒 

筑波大学 芸術専門学群 構成専攻科卒 

大学一年生に画家デビュー、以後、美術団体やグ

ループ展、個展で作品を継続的に発表 

大学卒業後はアートを通して青少年の知的感性を

育む教育実践活動に従事する。 

１９９５年から美意識と社会との関連性について

着目し、研究を進める。 

１９９８年に研究成果をまとめた「心の羅針盤－

天の美意識で生きる－」を南窓社より出版 

高等学校の課題探求型カリキュラムの研究開発と

実践のプロジェクトリーダーを務める。 

洞察力、発想力、表現力＋リーダーシップを飛躍

的に向上させる「TAKASAWAメソッド」を開発 

アートとビジネスと教育を統合した学びを、社会

に広く提供することを目的に起業を決意 

２０２０年「ひらめき創研」設立 

２０２３年「株式会社 ひらめき創造研究所」とし

て法人化 

現在、教育機関、企業等の講演会、セミナー研修

講師、ビジネスコンサルタントとして活動 

 

【著書】 「心の羅針盤－天の美意識で生きる－」 

（南窓社） 

【活動実績】 

  丸七ホーム株式会社    

株式会社アトリエシーズー 

株式会社サン・ベルツリー 

株式会社マザーグース 

名古屋ＹＭＣＡ 

合同会社 KAIBA 海馬                     

 Advantage CARE×GYM 

上質わんこライフ 

 愛知県立明和高等学校 音楽科 

アトリエ☆ノア造形絵画教室 

 丸山絵画造形教室 
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